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【緒 　言】本院で昨年度採用 され た自費用CR

「ジーシーカローレR」(以 下 自費用CR)は,

①デュポンモノマーを配合することで低重合収縮

を実現,② 有機無機複合 フィラーを用い レジンマ

トリックスとの結合を強化,③ ナノフィラーを高

分散することで耐摩耗性 を向上,④ 硬度 ・強度に

優れた3層 築盛を基本 とした全30色 の審美修復

用CRで ある。

　今回,33歳 男性の自費用CRを 用いた審美的な

修復を経験 したので報告す る。

【症例概要】

　 現病歴:10年 程前に上顎前歯部 に齲蝕 を認め

CR修 復を行った。7年 程前からCR充 填部境界

に褐線が目立つ ようになったが放置 していた。最

近,褐 線を指摘 され気にな り,精 査 を希望 し当院



を受診 した。

　症状および経過:初 診時,前 歯部および小臼歯

部のCR充 填部境界に褐線を認めた。歯髄電気診

には生活反応を示 したが,エ ックス線検査により

二次齲蝕の歯髄近接 を認めたため,抜 髄の リスク

等のインフォーム ド・コンセン トを行った。不良

CRの 除去および窩洞形成後,歯 髄 に近接 した部

位に対する間接覆髄 を行い,シ リコンジグを用い

て積層充填の起点 となる口蓋側形態 を再現 しマル

チ レイヤーテクニックにて審美的な充填を行った。

　臨床診断:CR不 適合,　CR色 調不良,二 次齲蝕

【考 察】本症例のごとく打ち抜き型 Ⅲ級または

IV級窩洞 になることが予測 される部位にシリコン

ジグを用いない場合,充 填後に口蓋側形態に大 き

な形態修正を行 うとレイヤーの厚みが変化 し,光

の透過性が変わることで色調が変化 して しまう恐

れがある。そこで患者の模型からシリコンジグを

作製することで,積 層充填の起点となる口蓋側形

態を容易に形成 し,充 填圧を均一化す ることによ

り,術 者の意図する複数色調での積層充填法(マ

ルチレイヤーテクニック)が 容易となり,審 美性

のさらなる向上が図れた。

【結　語】今回,33歳 男性患者のCR充 填部審美

不良に対 して,昨 年度新規採用 された自費用CR

を用いて修復を行い患者の高い満足を得た。


